
古地磁気年代測定法の考古学 ･人類学-の応用

富山大学理学部 酒井英男

(1)古地磁気年代測定

古地磁気年代測定法の原理は､鉄の酸化鉱物が磁石になる (磁化す る)性質を持つ

ことを利用する｡ そ うした磁性鉱物を重量で数%含む遺構の土壌は窯等で焼成を受 ける

と冷却の際 に地球の磁場方向に熱残留磁化と呼ばれる磁化を獲得する｡ 磁化の方向 と

地磁気永年変動を比較 して焼土の年代を決める｡

窯だけでなく焼成 を受けた土壌であれば年代測定の対象 となる｡ 日本ではHirooka

(1971)により西南 日本､特 に近畿地域の窯焼土から詳細な地磁気方位の永年変動が調

べ られ､ これを利用 して焼土の年代測定はかなりの精度で行われている (広岡,1988)0

最近は､瀬戸地域や北陸地域におけるテ一一タの蓄積から地磁気方位の永年変動には地域

による違いがあることが示唆される様になっており､地域差を考慮 してさらに精度の

良い永年変化曲線の作製が考えられている｡

地磁気は方向 (偏角 と伏角)とともに

強 さも変化する｡ 焼土や遺物の磁化は

焼成時に地磁気の方向だけでな く強 さも

吾己憶 した磁化 となっている｡ 図1は磁化の

解析か ら調べられた 日本の過去2000年間の

地磁気変動を示す｡地磁気強度 も古地磁気

年代測定の手段 となるが地磁気変動の標準

曲線の もとになるテ'-タ数は充分でな く

地磁気方向の年代測定の標準曲線に比べて

信頼度は落ちる｡ 今後の研究で詳細な

地磁気強度の変化が求められると地磁気

方向と強度を併用 した古地磁気年代測定が

可能 となる｡

(2)考古地震や火山噴火の古地磁気年代測定

地磁気の永年変動を利用 した年代測定は

焼土以外で も試みられている｡ 例えば地震

断層の過去の活動年代 も研究対象となって

いる｡ 断層周辺の土壌は断層活動の際に水が

関与 して流動するなどの7●ロセスで再帯磁する
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図1:日本の過去2000年間の地磁気変動｡
方向はHirooka(1971)に基づく｡

強度はSakai(1980)による｡

性質がある (酒井 ･広岡､1983)0

この再磁化の方向を地磁気永年変化 と比較す ることで断層の最終活動年代が推測で き

る｡ 例えば､岐阜県 と富山県境に位置する跡津川断層のトレンチ発掘調査の際に手法が試
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み られ､1858年 の安政の飛騨地震時の再帯磁が図2の様に うま く捉 え られている (酒井

･広岡;1983､竹内 ･酒井;1985)｡ 最近､伊藤 (inpress)は柳 ヶ瀬断層 の噴砂を利

用 して1:300年代前半 の古地震の調査を試みている.

また､古文書 に火山被害 の記録がある火山活動が起 きたか どうか､ 火山被害が及ん

だ地域の検討に も地磁気永年変化は利用できる｡ 火山砕屑物 (火砕流中の角棟 など)

の磁化 を利用 して､例えば 14C年代で推測 された焼岳の1500-2000年の大規模火砕流

(酒井 はか､ 1993)や古文書にある那須茶目岳の1410年の活動 (里見 ほか準備中)が

検討 されている｡
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図2:跡津川断層で試みられた古地震の年代推定の例o

(2)よ り古い時代への応用

2000年よ り古い時代の地磁気永年変動 はもとになるデ-タの質量が十分でな く年痔測

定 に利用で きる標準変動 は得 られていない｡ 考古学の試料だけでな く堆積物や火山岩

を利用 して地磁気変動が調査 されている段階である｡

更に古 くな り数十万年の原人の時代の議論では地磁気の逆転が利用 で きる｡
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地磁気逆転 の600万年前 までのハ●トンはかなり決め られている (例 えば図3)o 地磁気逆

転史を利用す るとこの時代 の地層の年代測定 が行える｡

Hyodoetal.(1993)はソーナワにおいて堆積層 の磁化調査を行 い､松山地磁気逆転期

(73-249万年前)やその間にあ るオい′り一丁イ正磁極イへ■ント(91-98万年前)を利用 して､

シーtワ原人の時代 を論 じてい る｡ また広岡はか (1993)は､宮城県高森旧石器遺跡 での石

器 出土層の時代 を数十万年 までに何度か起 きている地磁気エクスカーションを用いて論 じてい

る｡

(3)地磁気強度 と14C年代

成層圏で の1Jcの生成量は地球 -の宇宙線船の浸透の度合に左右 され る. 地磁気強度

の変動 に伴 う磁気圏 の大 きさの変動がlJc生成量 に影響す ることが以前か ら議論 されて

いる (例えばHasegaya､1977のまとめ)｡ 地磁気 の強弱 と14C生成量の増減 は逆相関が

考 え られ､地磁気が弱いと14Cの生成量 が増加 して初期濃度が高 くなるので絶対年代 よ

りH c年代が新 しく出るとの考えがある｡ MionoaOhta(1979)は縄文土器 のTL年代 を

同土器形式 の 1dc年代 と比較 して､縄文前期か ら後期 にか けるldc年代 がTL年代 より若

く出る傾向 を示唆 している｡縄文土器か ら得た地磁気強度 は現在 よ り確かに弱い(図4)0

o

a ■
□

●
■
Fqb
i

事

7

.T
,.:

Ly
j
一
r

Sakai(1980)

E) t)tI
C)

■ ■

0 2000 1000 8000

AOE(B.I.)

図4:lAc生成量の変動と地磁気強度の変動

50.(氾0 40.000 30.cm 20.OW ]0･CW

Absoluteage(yrBP)
byanothermethods

図5:Barbetti良Flu°e(1979)による数万年前の
14C法年代とその他の手法による年代の比較o

タンテ'ム装 置の活躍 によ り数万年前のlJc年代が年代研究 のクーケ′サトとな って きたが上述

の論理 で､ この時代 の地磁気強度 は興味が持 たれる｡ Barbetti&Flude(1979)は､数

万年前 の14C年代はTL法 や他の手法による年代 と比較す ると数千年新 しく出 る場合があ

ると示唆 している (図5) ｡ 同時代の地磁気強度 は確かに弱い傾向 にある(図6;酒井,1
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991)｡ 今後､地磁気強度の変動が詳 しく分かれば数万年を対象 とした 14C年代法の研究

にも貢献で きるか も知れない｡
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図6:14万年間の地磁気強度の変動o
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PaleomagneticdatingfortheobjectsofArchaeologyandAnthropology

HldeoSAKAI

Dept.EarthSclences,ToyamaUniversity

ABSTRACT

Geomagneticfieldchangesitsdirectionandstrengthwithtime. The

dlrec:tlonalchangeofgeomagneticfieldduringthepast2000yearsis

lnves;tlgatedbyHlrooka(1971)fromthepaleomagneticstudyonancient

kilnslnsouthwesternJapan. Theprinciplelsthatthebakedclay

acquiredthemagnetizationdirectingtothegeomagnetlcfieldatthat

age.Thesecularchangeofthegeomagnetlcfielddlrectlonlsanalyzed

bynumerouspaleomagnetlcdata. Thusthestandardsecularvarlatlon

curv(≡ofthegeomagnetlcdlrectlonlsestablishedandthedatingof

archaeologicalobjectsbecomespossiblebycomparingthemagnetization

ofthemwiththesecularvariationcurve.

Thispaleomagneticdatingmethodisalsoapplicabletodatethepast

earthquake.SakaiandHirooka(1983)successfullydatedtheageofthe

earthquakeatAtotsugawafaultin1858byusingthenagnetizationofthe

sediIT).entSalongthefaultzone.

Thelntensltyofthegeomagnetlcfieldalsohaschangedwithtine

(Sak8.1,1980).Therelsaposslbllltythatthevarlatlonlngeomagnetlc

lntensltyeffectstheconcentrationof14cproduct.Thefieldintensity

between60to20thousandsyearsB.P.lslowerthanpresentvaluethat

maycausethe14Cageofthisperiodyoungerthantheabsoluteage.
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